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令和元年 8月 23日 

報道関係各位 

～好評につき第二弾開催、子どもの発達障害について考える講演会～ 

子どもの特性の理解と関わり方を学ぶ「母子講演会」を開催します 

 

詳細説明文エリア 

 

 

■子どもの発達障害を理解し、特性に合った関わり方を学ぶ講座 

今年 2月、子どもの発達障害をテーマに白梅学園大学准教授・廣澤満之氏を講師に迎え開催

した母子講演会で、子どもの発達障害に関心を持つ受講者から好評を博したことから、今回、

第二弾の講演会の開催が決定しました。 

今回の母子講演会では、子どもの特性や行動を正しく理解し、発達障害を抱える子どもの自

己肯定感をどのように高めることができるのか、また、二次障害を防ぐために日常生活ででき

る子どもの特性に合った関わり方などを講義形式で学びます。第二弾も廣澤氏を講師として招

き、初聴講の方でも分かりやすく、さらに前回の内容を掘り下げた講義と質疑応答を通して、

社会全体の発達障害への理解が進むことを目的としています。 

■講演会概要 

【日時】8月 31日（土）午後 1時 30分～3時 30分(午後 1時開場) 

【場所】もくせい会館 3階会議室(福生市本町 18) 

【定員】80人(要申込み) 

【講師】廣澤満之氏(白梅学園大学准教授) 

【テーマ】特性のある子どもへの理解と関わり方～子どもの自己肯定感を高め、二次障害を防

ぐため、大人たちにできること～ 

 

 

■問合せ 健康課保健指導係（福生市保健センター）℡042-552-0061 

 福生市では、白梅学園大学准教授・廣澤満之
ひろさわみつゆき

氏を講師として迎え、市内外のお子さんを持つ保護

者、関係機関、今回のテーマに関心のある方を対象に、子どもの発達障害を題材とした母子講演会

を 8月 31日（土）午後 1時 30分からもくせい会館で開催します。 


